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第
八
回

村
民
体
育
大
会

珍
　
プ
　
レ
　
ー
　
続
　
出

蓬
中

グ
ラ
ン
ド
に
爆
笑
湧
く

八
月
十
八
日
予
定
さ
れ
た
体
育
大

会

は
雨
の

た
め
洸
れ
、
好
天
待
ち

と

な
り
八
月
二
十
三
日
晴
・天
に
恵
ま
れ

体
育
大
会

を
開
く
こ

と
に
な
っ
た
。

回
を
重
れ
る
如

に
盛
会
こ
な
っ
て
き

た
体
育

大
会
も
今
年
で
第

八
回

目
。

今
年
は
選
手
の
層
も
厚
く
終
始
和
や

か
に
繰
り
広
げ
る
ゲ
ー
ム
如
に
爆

笑

が
晴
天

の
蓬
中
ど
フ
ソ
ド

に
こ
だ
ま

し
て
楽
し

い
一
日
を
過
し
た
。

点
数

は
最
初
か
ら
瀬
辺
地

が
ト
ッ
プ

に
た
ち
時
に
長
科

と
シ
・
Ｉ
ソ

ー
ゲ

ー

ム
を
転
開
の
場
面
も
あ
っ

た
が
長
科

の
懸
命
の
追
撃
を
振
り
切
っ
て
、
昨

年
に
引
続
き
一
位
と
な
っ
た
。

一
位
　
　

瀬
辺
地
部
落

二
位
　
 
 
長

科

部

落

三

位
　
 
 高

根

部

落

【写真＝競技中のーコマ】

第
二
回

村
民
野
球
大
会
開
く

中

沢

チ

ー

ム

優

勝

九

月

十

了

气

蓬

中

グ
ラ

ン

ド

と
・

旧

中

沢

グ
ラ

ン
ド

２
二

会

場

に
分

れ
・

第

二

回

村

民

野

球

大
会

寉
開

い

た
・

‐ ‐‐

今

年

の

チ

ー

ム
編

成

は
四

十
才

以
上

二

名

を

必

ず
、

メ
ン

バ

ー
に
加

え

る

こ

と
が
特

色

だ
っ

た

。

準

決

勝

に

お

い
て

阿

弥

陀

川

と

長
科

は

三
対

三

の

ま
ま

延

長

戦

に
入

り

、

延

々
十

四

回

ま

で

息

詰

る

攻
防

戰

と

友
り

両
軍

ど

も

チ

ャ

ン
ス

を
生

か
す

こ

と
が
出

来

ず

十
四

回

う

ら

に
長

科

チ

ー

ム
は
、

一
打

サ

ヨ
ナ
ラ

勝

ち

の

ラ

ン
ナ

ー

を

二
塁

に
お

き

五

番

打

者

・
飯
本

豊

八

が

て

土

塁

間

を

抜
き

、

ラ

イ
ト

前

に

達

す

る

ゴ

ロ

の

ヒ
ッ

ト

で

二

塁

ラ

ン
ナ

ー

が

一
挙

に

本

塁

を

ふ

み

四

対

三

で

サ

ヨ

ナ
ラ

勝
し

た

。

刪

続
き

長
科

と
中

沢

と
、

決

勝

戦

に

ｉ

入
っ
た
が
長
科
チ
ー
ム
は
準
決
勝
戦

の
延
長
で
の
つ
か
れ
て
中
沢
の
一
力

中
　
　
沢

て
き
な
試
合
と
な
り
、
十
四
対
一
で

中
沢
の
ゆ
う
し
ょ
う
と
な
っ
た
。

優

勝

中

沢

チ

ー

ム

準

優
勝
　

長

科

チ

ー

ム

三
　

位
　
阿
弥
陀
川
チ

ー
ム

瀬

辺

地

チ

ー
ム

蓬
　
　
　
田

瀬
　
辺
　
地

広
　
　
　
瀬

中
　
　
　
沢

高
　
　
　
根

阿

弥

陀

川

郷
　
　
　
沢

長
　
　
　
科

四
十
一
年
度

敬
老
会
開
催

蓬

小

講

堂

に

お

い
て

保
育
所
の
児
童
、
高
令
者
に
花
束
贈
る

九
月
十

六
日
、
昭
和
四
十
一
年

度

敬
老
会
を
蓬
田
小
学
校
講
堂

に
お
い

て
開
催

し
た
。
高
根
か
ら
中

沢
ま
で

保
育
所
の

マ
イ

ク

气（

ス
で

迎
え

て

く
れ
た
の
で
、
例
年
に
み
な
い
出

席

が
よ
く
、
七
〇
才
以
上
一

八
八
名
中

匸
一
〇
名
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

九
〇

才
以

上
田
中
丑
太

郎
さ
ん
（
明

治
九
年
生
　

蓬
田
）
に
長
生
き
記
念

品
を
贈
り
、（

八
才

以
上
に
は
芳
賀

り

ん
（

明
治
一
〇
年
生
　
蓬
田
）
北

山
り
ん
（

明
冶
一
一

年
生
　
広
瀬

）

に
同
じ
く
記
念
品
を
贈
っ

た
。

引
隗
き
區

良
国
保
被
保
険
者
表
彰

式

を
ｎ

い
。
別
記
の
通
り
の

方

″
が
表
彰

を
受

け
た
。

村
沢
は
じ
め
来
賓
の
方
か

ら
益
々
元

気
で
も

つ
と
長

生
さ
し

て
楽

し
い
暮
し
を

し
ｃ

戴
く
よ
う
激
励

と
お

祝
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
、

八
〇
才
以
上

に
対
し
保
育

所
口
児
童

か
ら
、
花
束

を

一
八
一

人
の
首

に
か
け
感

激
ｅ

れ
た
。
懇
親
会
に
入

り
涓
り
手
の
披
露

が
あ
り

老
人
の
方
も
舞
台
に
上
り

独
特
の
踊
り
や
唄

を
発
表

楽
し
い
一
日
を
過
し

た
。

優
良
国
保
被
保
険
者

三
上
　
勲
　

藤
木
春
繁

川

内
き
よ
　

宮
田
与

三
郎

加
藤
喜
代

作
　
田
中
勝
太

郎

稲
葉
由
松
　

木
村
辰

雄

【
写
真
＝
敬
老
会
の

一
風
景
一

蓬
田
村
に
老
人
ク
ラ
ブ

結
　
成
　
さ
　
れ
　
る

第
一

号

阿
弥
陀
川

若
返
り
会

初
代
会
長

八
戸
三

郎
氏
選
任

さ
る

民
生
委
員
会
（

委
員

長
　

山
谷
卻

雄
）
で

老
人
の
福
祉
向
上
の
た
め
、

老
人
ク
ラ
ブ
を
組
織
す
べ
く
指
導
を

重
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
午

の
実
が
み
の
り
阿
弥
陀
川
老
人
ク
ラ

ブ
を
結

成
す
る
こ

と
が
出
来

た
。

八
月
十

五
日

、
阿
弥
陀
川
公
民
館

に

お
い
て
結
成

総
会

を
開

い
た
。

来
賓

、
蓬

田
村
長
、
東
郡
福
祉

事
務

所
長
、
外
係
員
二
名
、
公
民
館

長
、

各
民

生
委
員
議
事
に
入
り
、
森
光
秀

議

長
と
な
り
会
則
案

を
審
議
、
役
員

を
選
任
議
事

を
終
り
今

泉
秀
吉
氏
が

よ
い
老
人
に
な

る
に
は
ど

う
し

た
ら

よ
い

か
と
題
し
記
念
講
演

が
あ
り
感

銘
を
与
え
た
。

懇
親
会
に
入
り
若

返
り
落
語
や
唄
、

お
ど

り
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み
夕
暮

れ
を
忘
れ
一
日
若

者
に
返
っ
た

。

会
　

長
　

八
　
戸
　

三
　

郎

副
会
長
　

青
　
木
　

豊
　

作

山
　
谷
　

徳
三
郎

会
　

計
　

森
　
　
　

光
　

秀

八
　
戸
　

倉
　

助

監
　

事
　
吉
　

田
　

甚
　
作

鈴
　

木
　

松
太
郎

森
　
　
　

清
　

繁

森
　
　
　

仁
　

荅

藤
　

田
　

吉
五
郎

第

二

号

中
沢
老

人

ク
ラ

ブ（

白
寿
会
）

会
　
　
員
　
　
三
　
　
十
　
　
六
　
　
名

九
月

十

二

日

結

成

総

会

開

く

会

長
　
工

藤

留

太

郎

氏

選
任

さ

る

八
月
十
五
日
阿
弥
陀
川
若
返
り
会

が
発

足
し
、
坂
本
亀
男
民
生
委
員
が

中
沢

老
人
ク
ラ

ブ
結
成

を
指
導
し
て

参
り
ま
し
た

と
こ
ろ
準
備
委
員
長
に

工
藤

留
太
郎

氏
を
推
し
準
備
体
勢
を

蔓
立
し
、
こ

の
度
そ

の
結
成
総
会

を

中
沢
公

民
館
で
開
く
こ

と
に
な
っ

た

山
谷
民
生
委
員
長

の
経
過

を
報

告
し

福
祉
事
務
所

の
戸

田
女

史
の
説
明

が
あ

り
、
議
事
に
入
り
、
議
長
に
吉

田

清
助
氏

を
推
薦
、
会
則
の
審
議
を
し

名
称

を
中
沢
白
寿
会

と
名

づ
け
審

議

を
終
り
初
代
会
長

に
工
藤
留
太
郎
氏

を
選
任
し
た
。

来
賓
の

お
祝
い
の
こ

と
ば

を
戴
き
終

り
懇
親
会
に
入
り
傘
松
生
活
改
善
ク

ラ
ブ
自
慢

の
料
理

に
お
祝
い
の
酒
を

の
み
な
が
ら
、
隠
し

芸
百
選

が
飛
び

出
て
一
日

を
楽
し
く
過
し

た

。
会
　
　
長
工
　
藤
　
留
太
郎

副

会

長
藤
　
田
　
留
　
作

坂
　
本
　
み
　
さ

会
　
　
計
坂
　
本
　
千
代
松

坂
　
本
　
そ
　
わ

監
　
　
嘔
吉
　
田
　
清
　
助

坂
　
本
　
高
　
綱

幹
　
　
事
佐
々
木
　
与
　
作

詼
　
本
　
金
之
助

三
　
上
　
は
　
こ

藤
　
田
　
あ
や
め

【
写
真

＝
第
二
号
中
沢
老
人

ク
ラ

ブ
の
結
成
総
会
】

第
三
号

蓬
 
田
 
寿
 
楽
 
会

会
　
員
　
三
　
十
　
九
　
名

会

長
　
清

水

専

造

氏

選

任

さ

る

中
沢
白
寿
会
が
結
成
し

た
直
後
九
月
十
三
日

蓬
田

公
民
館
に

お
い
て

。
結
成

総
会
を
開

い
た
。

武
井
き
の
民

生
委
員
が
世

話
役

に
な
り
清
水
専
造
氏

が
準
備
委
員
長

と
な
り
、

と
り
ま
と
め
た
わ
け
で
幃

議
長

に
清
水
専
造
氏

が
推

さ
れ
議
事

に
入
り
、
会
則

審
議
を
原
案

通
り
決
定
し

役
員

を
別
記

の
通

り
決
定

し

来
ひ
ん
の
お
祝
の
こ

と

ば

が
あ
り
総
会
を
終

り
懇

親
会
に
移
り
会
名
の
通
り

長
生
き
し
た
楽
し
み
を
。

一
日
ゆ
っ
く
り
味
合
っ
て

隠
し
芸
な
ど

が
出

で
楽
し

い
う
ち
に
明
る
い
総
会
か

【

写
真

＝
第
三
号
蓬
田
寿
楽
会

結
成
総
会
一

た
。長
　
清
　
水
　
専
　
造

会
長
　
村
　
上
　
弥
五
郎

芳
　
賀
　
り
　
ん

「
　
　
　
　

津
　
島
　
吉
　
松

幹
　
事
　
工
　
藤
　
　
　
清

工
　

藤
　

永
　

助

乳
　

井
　

タ
　

カ

武
　

井
　

喜
三
郎

小
　

松
　

ア

サ
ヨ

監
　

事
　

中
　

村
　

源
　

治

木
　

村
　

粕
　

莖

阿弥陀川若返り会

神社清掃奉仕する

結成間もない阿弥陀川若返会（会長　八

戸三郎）ではさる８月25日神社の境内の

草取９はききよめ部落民から感謝された

【写真＝神社清掃の第一号若返り会会員】

青
年
団
体
員
中
央
研
修
会
と

交

流

の

為

県

外

へ

第

十

一

回

青

森
県

郷

土
建

設

青

年

開
題

研

究

集

会

に
、

青

年

団

体

連
絡

協
議

会

よ
り

、

長

科

青

年

団

Ｃ
松

本

順

一
君

が

東

郡

代

表

と

し
て

参

加

。

各
地

区

よ
り

選

出

さ

れ

た

二

十

数
名

の
参

加

者

と
共

に

問

題

点

を

討

議

、
‐‐‐‐

そ

の
結

果

我

が
連

絡

協

議

会

の

組

織

を

テ

ー

マ

に

し

た
松

本

君

が
県

代

表

に
選

ば

れ

、

去

る
三

月

十

一
、

十

二

十

三

日

の

三

日

間
東

京

で

開

か

れ

た

中

央

研

究

集

会

に
出

席
、

地

域
青

年

の

組

織

問

題

を

他

の

都

道

府
県

代

表

と
意

見

交

換

、

全

国

仲

間

と

の

交

流

を
深

め
て

来

た

。

叉
連

絡
協
議
会
所

属
の
ク
ル

ー

代

表
者
十
一

名
も
三

月
十
五
日

―

一

週
間
福
島
県
の
国
立
磐

梯
青
年

家
に
県
外
研
修
に
出

か
け
、
今

后

青
年
の
方
針
や
組
織

づ
く
り
等
か

ん
で
来
た
。

こ
の
研
究
集
会
、
研
修
会
に
特

の
御
配
慮
を
い
た
だ
い
た
村
理
婁

及

び
村
議
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

村
民

の
皆
様
に
大
変
お
世
話
様
に

り
ま
し

た
こ

と
を
こ
の
紙
上

を
お

り
し
て

お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

蓬
田
村

青
年
団
体
連
絡
協
議
会

坂
　

本
　

重

県
外
就
職
者
か
ら
の
便
り

拝
啓
　
日
一
日

と
暑

さ
の
増
し
て

ゆ

く
今
日
こ
の
頃
で

す
が
い
か
が
お
過

し
で
ご
ざ
い
ま
し

よ
う
か
、
お
伺

い

致
し
ま
す
。

こ
の
た
び
は
お
手
紙

を
頂

い
て
本

当

に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
ｔ

だ
。

お
か
け
様

で
蓬

田
村
の
よ
う
す
が
わ

か
り
ま
し
た
。

私

か
幸
田
工
場
へ
就
職
し

て
か
ら
、

旱
三
ヶ
月
余
り
も
過
ぎ
て

し
ま
い
驀

い
中
毎
日
仕
事
に
勉
強
に
励

ん
で
お

り
ま
す

。
勉
強
を
し
て
い

る
時
は
学

校
時
代
を
思

い
出
し
て

お
り
ま
す
。

で
も
こ
う
し
て
は
い
ら
れ
な
い
と
思

う
と
一
段

と
フ
ア
イ
ト

が
わ
き
ま
す

私
も

こ
れ
で
社
会
人

だ
と
言
う
実
感

が
わ
き
ま
し

た
。

こ

れ
も
皆

あ
な

た
が
た
の

お
か
げ

で

す
。

学
陵
寺
代

は
本
当
に

お
世
話
に
な
り

ま
し
た
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

上
げ
ま
す
。

で
は
か
ん
た
ん
で

す
が
こ
の
辺

皆
さ
ん
に
よ
ろ
し
く

早
　
　

々

さ
よ
う
な
ら

七
月
二
十
三
日

蓬
田
村
教
育
委
員

会
毆

ふ

川

良

子

占

（
原
文
の
ま
主

当
公
民
館
で
は
産
業
経
済
係
と
協
Ｊ

し
て
今
年
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
‘

と
出
稼

に
行
っ
て
い

る
人
達
に
毎
’

蓬
門
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
。

就
職
し
て

い
る
」へ
の
あ

る
家
庭
で
Ｉ

な
る
べ
く
手

紙
の
交
換
を
行
う

よ
ｙ

に
い
た
し

ま
し

よ
う
。

出

稼
ぎ
、
就
職
し
て
い

る
人
達
も
｀

況

を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

【 1

】
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「

税
　
の
　

窓
　
口

」
　
②

蓬
田

村
納
税

貯
蓄
組

合

連
合
会

相

続

税

に

つ

い
て
（
前

号

よ

り
）

相
続
税
は
ど
の
く
ら

い
の
財
産
か
ら
か
か

る
か
　
　
　
　
　

で
は
・

相
続
税
は
ｙ

乙
く
ら

い
の

財
産
を
も
ら
つ

ご
砺
合

に
か
か

る
の

か
と
い
６
ま
す
と
、
残
さ
れ
た
正
味

″・
則
産
価
格
が
四
百
万
円

と
、
八
十

万
円

に
法

定
相
続
人

の
数
を

か
け

た

金
額
と
の
合
計

額
（
こ

の
合
計
額
の

こ
と
を
「

遺
産
に
か
か
る
基
礎
控

除

額
」
と
い
い
ま
す
）

よ
り
多
い
場
合

で
す
。

ま
た
、
さ
ら
に
、
相
続

人
の
う
ち
に

婚
姻
期
間

が
十
五
年
を
こ
え

る
配

偶

者
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
十
五
年

を
こ
え

る
年
数
一
年

に
つ
い
て
二
十

万
円
の
割
合
で
計
算
し
た
金
額
を
、

遺
産
の
総
額
か
ら
さ
し

引
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ

の
控
除
額
の
こ
と
を
「

遺
産
に
か

か
る
配
偶

者
控
除
額
」

と
い
い
、
そ

の
最
高
限
度
額
は
二
百
万

円
で
す
。

し
た
が
っ
て

。
婚
姻
期
間

が
二
十
五

年
を
こ
え
て

い
る
場
合
に
は
一
律
に

二
百
万
円

の
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す

〔
た
だ
し
、
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除

を
受

け
て
い

る
場
合
に
は
、
こ
の
控

除
の
適
用

が
あ
り

ま
せ

ん
。

贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
額
は
、
今
年

の
改
正
で
婚
姻
期
間

が
二
十
五
年

を

こ
え

る
夫
婦
の
間
で
居
住
用
財
産
の

贈
与

が
あ
っ

た
場
合

に
は
基
礎

控
除

額
の
四
十
万
の
ほ

か
、
新

た
に
贈
与

税
の
配
偶
者
控
除

と
し
て
百

六
十
万

円

が
認

め
ら
れ
、
合
計
二
百
万
円
の

控
除

が
で
き

る
こ

と
に
な
り

ま
し

た

そ
の

た
め
、
相
続
税
の
場
合

、
重
れ

て
配
偶

者
控
除
の
適
用

を
受
け

る
こ

と
が
で
き

ま
せ
ん

。
〕

た

と
え

ば
、

婚
姻
期
間

が
二
十
五
年

を
超
え
る
配
偶

者
と
子
供
四
人

が
、

法
定

相
続
人

だ
と
す
る
と
。
正

味
の

遺
産
額
が
一
千
万
円
以
下
で
あ
れ

ば

相
続
税
は
か
か
ら

な
い
こ

と
に
な
り

ま
す
。

と
こ

ろ
で
こ

こ
で

い
う
法
定
相

続
人

と
は
、
そ
の
相
続
人

が
相
続
や
遺

贈

で
財
産
を
も
ら
っ
た
か
ど
う
か
に
関

係
な
く
、
相
続
す
る
権
利

の
あ
っ
た

人
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
相
続
を
放
棄
し
た
人

で

も
相
続
人
と
し

て
相
続
人
数

を
計
算

し
ま
す
。

又
さ
き
に
述
べ
た
「

遺
産

に
か
か
る
配
偶
者

控
除
」

を
受
け

る
場
合
に
は
、
申

告
書
を
期
限
内
に
提
出
し

遺
産

に
か

か
る
配
偶
者
控

除
に
つ

い
て
の
必
要
事
頃

を
記
載
す

る
と

と
も
に
、

控

除
の
対
象
と

な
っ
た
配

偶
者
の
戸
籍
謄
本
な
ど
の

添
付

が
必
要
で
す

。

○
　
法
定
相
続
人

と
は

法

定
相

続
人

と
は
民
法

に
規
定
さ
れ
て

い
る
相
続

人
の
こ

と
を
い
い
、
そ
の

あ
ら
ま
し

は
っ

ぎ
の
と
お

り
で

す
。

田
　

な
く

な
っ

た
Å
（

被

相

続
人

と
い
い
ま
す
）

の
配
偶

者
は
、
常
に
相

続
人

と
な
り

ま
す
。

㈲
　

つ
ぎ
に
掲
げ

る
人
は

一

定
の
順
序
で
偶
配

者

と
と
も
に
、
相

続
人
と

な
り
ま
す
。

イ
　

被
相
続
人
の
子
（

そ

の
子

が
被
相

続
人
よ
り

前
に
な
く
な
っ

て
い
る
と
き

は
、

孫

が
代
わ
っ

て
相
続
人
と
な
り

ま

す
。
）

口
　
被
相
続
人
の
子

や
孫

が
い
な
い

と
き

は
、
直
系
尊
属
（

父
母
）

（
　

直
系
尊
属
も
い
な
い
と
き
は
、

兄
弟
姉
妹
。

ま
た
法
定
相
続
分

と
は
、
れ
え

ば
遺

産
額
が
六
百
万

円
の
場
合
で
計
算
す

る
と
下
記

の
表
の
よ
う
に

な
り
ま
す

相

続

財

産

は

ど

の

よ

う

に

評

価

す

る

の

か
　

㈱

相
続
税
を
計
算
す

る
場
合
に
は
、

相

続
し

た
財
産
の
価
額
が
、
い
く
ら

で

あ
る
か
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ぞ
の
評

価
は
、
原
則
と
し
て

相
続
の

日
の
時
価
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

時
価
の
算
定
方
法
は
、
財
産
の
種
類

に
よ
っ
て
違

い
ま
す

が
、
そ
の
評
価

方
法
の
あ
ら

ま
し

は
、
つ

ぎ
の
と
お

り
で
す

。

○
宅
地

―
全
国
主
要

都
市
の
市

街
地

の
宅
地

は
、
道
路

に
面

す
る
宅

地
の

単

位
あ
た
り
の
標
準
価
格

、
つ
ま
り

路
線
価
を
基
と
し
て
計
算
し

ま
す

。

そ
の
他
の
宅
地
は
固

定
資
産
税
評

価

額

に
一

定
の
割
増
率
を
掛
け
て
計
算

一
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
・

一
〇
田
畑
９
固

定
資
産
税
評
価
格
に
一

一
定
の
割
増
率
を
掛

け
て
計
算
し
ま
寸

ま
た
、
宅
地
に
転
用
で
き
る
農
地
は

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

に
応

じ
て
計
算
が

異
な
り
ま
す
。

○
山
林
９
田
畑

と
ぽ
ぼ
同
じ
方
法
に

よ
っ
て
評
価
し
ま
す
。

ｏ

家
屋

＝
お
お
む
ね
固
定
資
産
税
淞

価
額
そ
の

ま
ま
の
価
格
に
よ
り
ま
寸

ｏ

株
式
ａ

①
上
場
株
式
９
相
続
の
日

の
終
値

と
、
相
続

が
あ
っ
た
丹
中
の

毎
日
の
終
値
の
平

均
額
と
の
う
ち
い

ず
れ
か
低
い
方
の
価
格

に
よ
り

ま
寸

③
気
配
相
場

の
あ

る
株
式

―
相
続
の

日
の
取
引
価
額

に
ょ
り
ま
す
。

③
取
引
相
場

の
な
い

株
式
＝
取

引
泪

場
の
な
い
楞
式
を
取
得
し

た
者

が
。

同
族
の
株
主
で
あ

る
か
、
あ

る
い
は

非
同
族
の
株
主
で
あ

る
か
の
別
な
ら

び
に
そ

の
会
社

の
規
模
の
大
小
な
ど

に
応
じ
て
、
相
続
の
に
日

お
け

る
。

一
株
あ
た
り
の
純

資
産
価
格
、
配
当

還
元

価
格
、

類
似
業
種
の

比
準
価
格

‐‐‐‐‐に
よ
っ
て
評
価
し
ま
す
。

一
〇
家
庭
用
動
産
＝
相
続
し

た
時
の
状

態
で
買
う
場
合
の
価
格
で
評
価
し
ま

・
す
。

一
な
お
。
地
上
権
や
年
金
を
受
け

る
権

利
な
ど
の
特
殊
な
財
産
に
つ
い
て
は

法
律
に
よ
っ
て
特
別
の
評
価
方
法
が

定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

（

注
）
　
割
増
率
と
は
。
宅
地
や
田
畑

な
ど
の
時
価
を
算
定
す
る
と
き
に
っ

か
う
割
合
の
こ
と
で
す
。

こ
の

割
合

は
、
全
国
的

な
評
価
水
準

の
均
衡
を

は
か
る
た
め
に
、
き
め
ら

れ
て

い
る
も
の
で
す
。

な
お
、
固
定
資
産
税
の
評
価
額
は
、

そ

の
財
産
の
所
在
地
の
市
町
村
役

場

へ

お
問
い
あ
ね
ゼ
に
な
れ
ば
わ
か
り
・

ま
す
。

・。
　

次
号
に
っ

づ
く
Ｉ

国
税
庁
発
行

「
国
税
の
し

お
り
」
　
よ
り

行
政
監
察
局
相
談
委
員

就
任
に
当
つ
て

行
政
相
談
員

八
　

戸
　

要
　

助

行
政
相
談
委
員

は
全

部
で
三

、
六

〇
五
人
で
各
市
町
村
一
名

、
任
期

は

壹
ヶ
年
（

今
国
会
通
過

す
れ
ば
三
ヶ

年
に

な
り
ま
す
）
。

去
る
四
月
一
日

付
で

。
行
政
管
理
庁
長
官

か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し

た
。
何
分
御
利
用
下

さ
る

よ
う

お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
行
政
管
理
庁
が
行
っ
て

い
る
、

行
政
相
談
委
員

と
は
ど

ん
な
も

の
か

概
　

要
…
…
行
政
相
談
委
員
の
仕

事

は
一
口
に

い
え
ば
、
行
政
管
理
庁
が

行
っ
て
い

る
行
政
相
談
業

務
に
協
力

す

る
の
が
目
的
で
あ
っ

て
国
民
か
ら

直
接
国
の
行
政
に
つ
い
て

不
平

や
不

満
、

希
望
等
に
つ
い
て
相
談
を
受
け

国
民

と
行
政
機
関
と
の
間
に
立
っ
て

そ

の
解
決
の
た
め
に
、
あ
っ
せ
ん
を

行
っ
て
来
ま
し

た
が
、
相
談
の
申
出

は
年

々
飛
躍
的
に
の
び
、
そ
の

あ
っ

せ
ん
し
た
実
績

が
、
国
会
は
じ
め
各

方
面

か
ら
高
く
評
価

さ
れ
昭
和
三
十

五
年
国
会
で
行
政
管
理
庁
法
に
改

め

て
明
文
化

さ
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

二
、
ど

う
い
５

相
談
を
取
扱

う
か

不
平

や
不
満
、
希
望
等
解
決

を
促

進
す

る
た
め
に
あ
っ
せ
ん
す
る
相
手

方

が
国
の
行
政
機
関
で

あ
る
場
合
は

勿

論

公

社

、

公

庫

、

公

団

、

事

業

団

等

の

政

府

関

係

機

関

と

し

て

の

業

務

の

不

平

、

不

満

、

希

望

に

対

す

る

相

談

の

申

出

を

取

扱

い

し

ま

す

。

又

県

市

町

村

な

ど

の

地

方

公

共

団

体

が

行

う

い

わ

ゆ

る

委

任

事

務

や

補

助

事

業

な

ど

に

関

す

る

苦

情

、

相

談

の

申

出

を

取

扱

い

ま

す

。

一

例

を

上

げ

れ

ば

恩

給

関

係

、

国

民

健

康

保

険

関

係

、

厚

生

年

金

関

係

。

援

護

法

関

係

、

自

動

車

損

害

陪

償

関

係

、

労

動

基

準

関

係

、

労

動

者

災

害

補

償

関

係

、

失

業

保

険

関

係

、

農

地

宅

地

関

係

、

児

童

扶

養

手

当

関

係

等

行

政

上

不

平

。

不

礁

苦

情

廁

り

ま

し

た

ら

、

御

連

絡

下

さ

れ

ば

調

査

の

上

青

森

監

察

局

に

申

出

適

正

に

処

理

し

て

行

き

た

い

と

思

っ

て

居

り

ま

す

。

何

卒

御

利

用

下

さ

る

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

三

、

連

絡

の

方

法

相

談

の

申

出

の

方

法

は

直

接

口

頭

で

申

出

て

も

、

電

話

（

蓬

田

局

五

五

番

）

で

も

手

紙

で

も

よ

い

。

そ

の

形

式

を

問

い

ま

せ

ん

。

そ

の

申

出

が

直

接

苦

情

を

も

っ

て

い

る

者

か

ら

な

さ

れ

る

な

ら

個

人

で

も

″’‘心
Ｓりｄ
・ヽ

’。ｌ”
・
’‐`

―・
・
Ｉ`
『

―・
孑

団

体

で

も

麼

支

え

あ

り

ま

せ

ん

。

。
叉

第三次 二等陸海空士の

採用試験実施について

昭和41年第三次二等陸、海、空士の採用試験を

次の日程で行ないます。

野
菜
集
荷
に
つ
い
て
御
協
力
を

蓬

田

村

商

工
会

で

は

、

一

昨
年

来

野
菜

集

荷
を
李
施

し

て

居

り

ま

す

が

今

年

に

お

い
て
は
天

候

不

順

の

た

め

か

出

荷

量

も
春
の

イ

チ

ゴ

を

除

い
て

あ

ま

り

ふ
る
い
ま

せ

ん

。
　
　
　
　

一

そ

こ

で
村

民

の
み

な

さ
ん

に

農
業

経

営

の

一

端

と
し
て

も

是

非
出

荷
す

る

一
よ

う

ぉ

ね

が
し
し

ま

す
・
　
　
　
　
　

一

出
荷
要
領

大
根
…
五
本
束
と
し
、
葉
は
1
0
㎝
位

の
こ
し
て
切

る
。

キ
ャ

ベ
ツ
、
（

ク
サ
イ

ー
葉
の
青

い

処
を
除

い
て

ポ
リ
袋

に
入

れ
る
。

青
ネ

ギ
ー
四
佃
一
束

と
す

る
。

そ
の
他
は
総
て
二
匈
～
四
匈
単
位

と
す

る
。

出

荷
に
際
し
て
。は
常
に

気
を
付
け
て

も
ら

い
た
い
事
は
商
品
で
あ

る
以
上

キ

レ
イ
に
し
て
も
ら
い

ま
す
。

見

た
目
で

キ
レ
イ
な
も
の

と
、
そ
う

で
な
い
も
の
で
は
販
売
価
格
に

お
い

て
開

き
が
あ
り
ま
す
。

集
荷
場
所
は
次
の
通
り

中
　
　

沢
・：
山
　
谷
　

勘
太
郎

長
　
　

科
…
藤
　
本
　

治

郎
兵
衛

阿
弥
陀
川
：
土
　

藤
　

与
三
郎

蓬
　

甲
：
中

村

政

一

郷
　
　

沢
・：
小
　

猿
　

粕
　

雄

瀬

辺

地
・：
高

坂

常

雄

広
　
　

瀬
・：
田
　

中
　

吉
右

ヱ
門

高
　

根
：
八

幡

貞

雄

集
荷

メ
切
時
間
　
　

午

後
四
時

蓬
田
村
保
育
所
開
設

成
果
を
挙
げ
て
い

る

児
　
童
　
九
　
〇
　
名

わ
が
村
で
は
幼
児
教
育
の
一
端

と

し
て
旧
蓬
小
女
子
青
年
建
設
班
教
官

を
増
改
築
し
保
育
所
（

院
長
　

高
田

兼
三
郎
）

を
四

月
一
日
か
ら
開
設
し

そ
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

子
算
は
当
初
四
四

八
万
円
で
国

康

一
一
四
万
円
（
特

単
価
に
な
る
と
、

九
四
万

増
の
見
込
）
県

一
四
万
円

と

な
っ
て
い
る
。

施
設
は
保
育
室
三
、
屋
外
遊
技
場
一

屋
内
遊
技
場
一
、

事
務
室
一

、
調

理

室
一
、
そ
の
外
遊
具
は
、
完
備
し
て

い

る
。

一
児
童
は

す

い

せ

ん
（

五
才
児
）

三
一

名

さ
　

く
　

ら
（
四

才
児
）

二
四

名

チ
ュ

リ
ツ
プ
（

三
才
児
）

＝
二

名

一
夕
ｙ

ポ

ポ
（

二
才
児
）
一
四

名

で
計
九
〇
名
入
所
し
て
毎
日
楽
し
・

保
育

さ
れ
。
各
家
庭
か
ら
喜
ば
れ

い

る
。

毎
朝
（

日
曜

、
祝
日
を
除

く
）

毎

マ
イ
ク

凡
（

ス

ー
台
で

送
り
迎
い

し
て
い

る
。

【
写
真
ー
愉
快
に
遊
ぶ
園
児
達
】

電
話
の
ご
利
用
に
つ
い
て

郵
便
局
か
ら
の
お
願
い

電
話
を
お
か
け
に
な
る

と
き
は
必
ず
番
号
で

電

話
の
数

は
年
々
多
な
く
っ
て
兪

て
お
り
ま
す
の
で

。
交
換
取
扱

者
が

電
話
番
号
を
全
部
お
ぼ
え

る
こ
と
は

大
変
む
ず
か
し
く

な
っ
て

き
て

お
り

ま
す
。

現
在
当
局
の

加
入
者
数

は
約
八
〇
個

明
年
二
月
農
村
集
団
電

話
が
一
八
（
い

個
余
り
開
通
す
る
予

定
で
す
の
で
、

合

ゼ
て
二
六
〇
個

の
番
号
を

お
ぼ
え

る
事
は
不

可
能
な
状
態
で
す

。

電
話
を
お
か
け

に
な
る
と
き
名
前

や

屋

号
で
呼

ば
れ

ま
す

と
、

い
ち
い
ち

番
号
を
調

べ
る
た
め
に
手
間
ど
り
、

ま
た
間
違
っ
て

お
っ
な
ぎ
す

る
こ
と

が
あ
り

ま
す
の
で
、
電
話
を

お
か
け

に
な
る
と
き
は
必
ず
番
号
で
お
願
い

い
れ
し

ま
す
。

番
号
が
わ
か
ら
な
い
時

は
番
号
簿
で
お
調
べ
を

番
号
簿
で

お
調

べ
に
な
ら

れ
て

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
と
き

は
、

換
係
に
お
間

合

ゼ
の
上
、
改

め
で

号
で
お
申
込
み
頤

い
ま
す
。

お
話
し
が
す
ん
だ
ら
終

話
信
号
を

お
話
し

が
済
ん
だ
ら

必
ず
（

ヴ

ル
を
二
、
三
回
廻
し
て
下

さ
い
。

（

ン
ド
ル
を
廻

さ
な
い
と
、
お
髮

済
ん
だ
ら
と
が
わ
か
ら
な

い
場
心

あ
り
通
話
料

金
が
高
く

か
か

る
’‘

や
。
ぼ
か
か
ら

の
電
話

が
あ

つ
｀

合
お
つ
な
ぎ
で
き

な
い
と
き

が
ふ

ま
す
の
で
、
こ
の
こ

と
も
あ
わ

｀

お
願

い
い
た
し

ま
す
。

陸
奥
蓬
田
郵
便
局

利
用
者
の
皆
様
方
へ

【 2
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